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定　

例　

会

　

 

２
月
25
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
36

日
間
に
わ
た
っ
て
３
月
定
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
全
小

中
学
校
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
な
ど
国
の

補
正
予
算
対
応
の
補
正
予
算
や
「
力
強

く『
新
時
代  

福
知
山
』へ
向
か
う
予
算
」

で
あ
る
令
和
２
年
度
当
初
予
算
、
さ
ら

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
緊
急
補
正
な
ど
69
議
案
が
市
長
か
ら

提
案
さ
れ
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
審
査
委
員
会
で
は
、
国
の
補
正

予
算
対
応
を
２
月
27
日
に
、
令
和
２
年

度
当
初
予
算
な
ど
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
の
た
め
審
査
日
程
を

変
更
し
て
、
３
月
９
日
、
19
日
に
集
中

的
に
審
査
し
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
緊
急
補
正
分
は
、

３
月
30
日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
条
例
な
ど
は
、
３
月
６
日
に

各
所
管
別
委
員
会
に
お
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
会
議
に
お
い
て
61
議

案
が
全
員
賛
成
、
４
議
案
が
賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

人
事
案
件
の
教
育
委
員
の
任
命
他
４
議

案
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
◇防災、内水対策、教育、福祉、財政健全化にも注力
　令和２年度「力強く『新時代  福知山』へ向かう予算」を可決

◇市民の「健康・安全」、事業者の「雇用・産業」を守る
　新型コロナウイルス感染症の緊急対策を迅速に可決

　

3
月
定
例
会

3月定例会で決まった主な案件
令和２年度当初予算　　　　 　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　  （万円未満切捨）
◇一般会計予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　400億2000万円
◇特別会計（11会計）予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  192億6097万円
◇企業会計（３会計）予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　266億9880万円

令和元年度補正予算
（教育情報化、三段池公園施設改修などの国の補正、自立支援給付事業、公共交通維持改善など）
◇一般会計・特別会計（４会計）・企業会計（１会計）　　　　　　　　 10億8510万円

新型コロナウイルス感染症関連（令和元年度補正・令和２年度補正）
◇新型コロナウイルス対応緊急資金等特別支援事業（市内中小企業に対する融資の利子補給）
◇雇用調整支援事業（市内中小企業が国の雇用調整助成金を活用した場合の市独自の助成）
◇緊急事業者向け相談会事業（経営悪化した事業者に対するワンストップ窓口の相談会）
◇民間保育所運営事業（給食副食費の減免をした場合の補助）
◇休日急患診療所費運営経費（休日急患診療所の感染防止）
◇在宅高齢者配食サービス事業（外出自粛の在宅高齢者のための弁当の配送料など）
条　　例
◇森林環境譲与税基金条例（新設）
◇新町文化センター条例他３件の条例廃止
◇消防団員の定員変更など条例の一部改正（24件）

そ の 他
◇市道の認定及び路線変更、字の区域の変更、第２期子ども・子育て支援事業計画の策定

人事議案
◇教育委員の任命（１名）、固定資産評価審査委員会委員の選任（１名）
◇人権擁護委員の候補者の推薦（２名）
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予
算
審
査
委
員
会

■
福
知
山
市
教
育
情
報
化

　

整
備
事
業

問　

事
業
内
容
と
そ
の
効
果

は
。

答　

市
立
小
中
学
校
の
普
通

教
室
お
よ
び
特
別
教
室
に
高

速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
学
習
環
境
を
整
備
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
に

限
ら
ず
、
場
所
や
時
間
な
ど

の
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
活

動
が
可
能
と
な
る
。

　

そ
の
結
果
、
調
べ
学
習
の

質
の
向
上
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
充
実
化
を
は
じ
め
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
合

わ
せ
た
教
育
、
教
科
の
枠
を

超
え
た
問
題
解
決
型
の
学
習

の
実
現
な
ど
が
期
待
で
き
る
。

■
た
め
池
等
農
地
災
害

　

危
機
管
理
対
策
事
業

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　

市
内
に
は
防
災
重
点
た

め
池
が
93
池
あ
り
、
令
和
元

年
度
ま
で
に
48
池
に
つ
い
て

作
成
し
た
。
残
り
の
45
池
の

う
ち
、
16
池
は
今
回
の
前
倒

し
補
正
予
算
に
て
実
施
し
、

29
池
は
令
和
２
年
度
当
初
予

算
に
て
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配

布
対
象
は
。

答　

今
回
の
16
池
に
つ
い
て

は
、
11
自
治
会
が
対
象
と
な

り
、
各
戸
に
配
布
す
る
ほ
か
、

集
会
所
な
ど
に
掲
示
す
る
予

定
で
あ
る
。

問　

平
成
30
年
度
の
豪
雨
や

台
風
に
よ
り
被
災
し
た
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い

て
、
復
旧
の
見
通
し
は
。 

答　

災
害
査
定
箇
所
数
は
全

体
で
２
５
２
件
あ
り
、
内
訳

は
、
検
査
が
完
了
し
て
い
る

案
件
が
92
件
、
契
約
済
み
で

工
事
を
進
め
て
い
る
案
件
が

64
件
、
契
約
済
み
で
繰
り
越

す
案
件
が
44
件
、
今
回
の
議

決
後
に
契
約
す
る
予
定
の
も

の
が
52
件
で
あ
る
。
本
年
３

月
末
時
点
で
、
全
体
の
約

65
％
が
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
。

問　

繰
越
理
由
が
工
事
の
入

札
不
調
に
よ
る
も
の
に
つ
い

て
、
契
約
予
定
は
３
月
と

な
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
入

札
不
調
に
な
る
恐
れ
は
な
い

か
。
ま
た
、
こ
の
場
合
の
契

約
の
リ
ミ
ッ
ト
は
い
つ
か
。

答　

事
業
者
が
応
札
し
や
す

い
フ

※

レ
ッ
ク
ス
工
期
の
制
度

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
金

額
規
模
に
応
じ
た
適
正
な
工

期
を
示
し
て
入
札
す
る
予
定

で
あ
る
。
契
約
の
リ
ミ
ッ
ト

は
、
３
月
中
の
契
約
成
立
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

■
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化

　

対
策
事
業

問　

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修

繕
計
画
に
基
づ
く
修
繕
の
う

ち
、
今
回
該
当
す
る
橋
り
ょ

う
の
詳
細
は
。

答　

平
成
26
年
度
か
ら
５
年

間
に
わ
た
り
点
検
を
実
施
し

た
結
果
、
国
の
健
全
度
判
定

区
分
に
基
づ
き
４
段
階
に
区

分
し
た
。
判
定
区
分
４
に
あ

た
る
「
緊
急
措
置
段
階
」
に

該
当
す
る
橋
り
ょ
う
は
無
く
、

判
定
区
分
３
に
あ
た
る
「
早

期
措
置
段
階
」
の
42
橋
の
う

ち
、
既
に
設
計
済
が
７
橋
、

令
和
元
年
度
当
初
予
算
で
６

橋
を
予
定
し
て
い
る
。
今
回

前
倒
し
補
正
予
算
に
該
当
す

る
も
の
は
、
塩し
お

坪つ
ぼ

橋ば
し

な
ど
20

橋
で
あ
る
。

■
退
職
者
の
状
況

問　

退
職
者
の
内
訳
と
退
職

理
由
は
何
か
。

答　

定
年
退
職
者
17
人
、
早

期
退
職
者
９
人
、
自
己
都
合

等
に
よ
る
退
職
者
10
人
の
計

36
人
で
あ
る
。
自
己
都
合
等

に
よ
る
退
職
の
主
な
理
由

は
、
転
職
、
結
婚
に
よ
る
転

居
、
家
庭
の
都
合
な
ど
で
あ

る
。
若
い
世
代
が
退
職
し
な

い
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

あ
り
、
入
庁
後
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
防
ぐ
た
め
に
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

■
京
の
水
田
農
業
確
立

　

支
援
事
業

問　

減
額
補
正
の
主
な
要
因

は
。

答　

農
業
生
産
法
人
な
ど
か

ら
市
に
要
望
が
あ
っ
た
５
件

の
事
業
に
つ
い
て
予
算
計
上

し
て
い
た
が
、
そ
の
内
１
件

が
不
採
択
と
な
り
、
１
件
が

年
度
途
中
で
要
望
を
取
り
下

げ
た
た
め
、
不
用
額
が
生
じ

た
。

反
対
討
論　

な
し

賛
成
討
論　

１
件

審
査
結
果

全
議
案
原
案
可
決

令和元年度一般会計補正予算
国による 前倒し「経済対策予算」前倒し「経済対策予算」 全議案可決

※
フ
レ
ッ
ク
ス
工
期
と
は

建
設
業
者
が
一
定
の
期
間
内
で
工
事
開
始
日
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
が
書
面
に
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
契
約
方
式
の
工
期
を
い
う
。

福知山市ホームページ
市の予算はこちらから

塩坪橋（榎原）

今回、ハザードマップ作成予定の
和久寺奥池（和久寺地内）
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令
和
２
年
度
当
初
予
算

■
個
人
市
民
税

問　

個
人
市
民
税
が
若
干
増
え

て
い
る
が
、
近
年
の
勤
労
者
の

平
均
所
得
の
傾
向
は
。

答　

平
成
30
年
度
は
２
７
７
万

７
千
円
、
令
和
元
年
度
は

２
８
０
万
５
千
円
、
令
和
２
年

度
は
２
８
１
万
円
で
あ
る
。

■
民
間
企
業
派
遣
研
修
事
業

問　

研
修
を
終
え
た
職
員
の
復

帰
後
の
職
務
と
効
果
の
検
証
方

法
は
。

答　

復
帰
後
は
情
報
関
係
の
職

務
で
研
修
の
成
果
を
生
か
せ
る

よ
う
に
し
た
い
。
民
間
企
業
の

中
で
学
ん
だ
ス
ピ
ー
ド
感
と
経

営
感
覚
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ア
ド
バ
イ

ス
や
提
案
を
行
い
効
果
が
出
て

い
る
。

■
福
知
山
公
立
大
学

　

運
営
費
交
付
金
事
業
お
よ
び

　

「
知
の
拠
点
」
推
進
事
業

問　

今
後
の
財
政
の
投
入
予
定

は
。

答　

令
和
２
年
度
の
運
営
費
交

付
金
は
、
地
方
交
付
税
措
置
分

を
除
く
と
１
億
６
９
０
０
万
円

で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
収
支
不

足
分
２
千
万
円
と
、
情
報
学
部

を
含
め
学
生
数
が
充
足
す
る

ま
で
の
先
行
投
資
分
と
し
て

１
億
４
９
０
０
万
円
を
支
出
す

る
。
ま
た
、
「
知
の
拠
点
」
推

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
４
号
館

の
空
調
・
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
の

大
規
模
改
修
に
係
る
経
費
を
交

付
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
学
生
増

加
や
２
学
部
体
制
で
の
教
育
研

究
の
充
実
に
向
け
て
、
キ
ャ
ン

パ
ス
長
寿
命
化
計
画
策
定
費
も

計
上
す
る
。

■
福
知
山
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

　

メ
ン
ト
事
業

問　

実
施
計
画
の
進
捗
状
況
と

課
題
は
。 

答　

令
和
２
年
２
月
１
日
時
点

の
数
値
だ
が
、
令
和
元
年
度
の

単
年
度
削
減
実
績
は
14
施
設
で

３
６
７
５
㎡
、
前
期
計
画
５

年
間
全
体
の
削
減
見
込
み
は

１
１
０
施
設
で
１
万
９
７
１
６

㎡
で
あ
る
。
削
減
目
標
に
対
し
、

施
設
数
は
74
・
３
％
、
削
減
面

積
は
43
・
５
％
の
見
込
み
で
あ

る
。
課
題
と
し
て
は
、
廃
校
な

ど
の
大
規
模
遊
休
施
設
に
つ
い

て
施
設
全
体
の
利
活
用
の
検
討

に
時
間
を
要
し
て
い
る
。
ま
た

譲
渡
を
予
定
し
て
い
る
集
会
施

設
な
ど
は
、
関
係
者
な
ど
と
の

協
議
や
用
地
整
理
、
改
修
工
事

に
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
あ
る
。

■
地
域
づ
く
り
組
織
支
援
事
業

問　

市
か
ら
の
地
域
づ
く
り
組

織
に
対
す
る
支
出
は
交
付
金
以

外
に
も
あ
る
の
か
、
ま
た
今
後

の
考
え
方
は
。

答　

組
織
に
対
す
る
支
出
は
交

付
金
の
み
で
、
申
請
に
基
づ
き

交
付
し
て
い
る
。
予
算
額
は
上

限
額
の
た
め
、
必
ず
し
も
満
額

を
交
付
す
る
も
の
で
は
な
い
。

組
織
に
よ
っ
て
は
京
都
府
な
ど

の
補
助
金
を
活
用
し
て
事
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

交
付
金
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ

ろ
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。

■
保
育
所
委
託
事
業

問　

予
算
増
額
の
要
因
は
。

答　

令
和
２
年
度
か
ら
既
存
の

認
可
保
育
所
の
う
ち
６
園
が
認

定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
。
ま

た
小
規
模
保
育
所
が
新
た
に
３

園
開
設
さ
れ
る
。
認
定
こ
ど
も

園
に
移
行
す
る
こ
と
で
、
職
員

配
置
人
数
の
要
件
が
増
加
す
る

な
ど
国
が
示
す
委
託
単
価
が
高

く
な
る
た
め
で
あ
る
。

■
民
生
児
童
委
員
活
動
事
業

問　

平
成
30
年
度
決
算
審
査
の

自
由
討
議
か
ら
の
『
意
見
・
提

言
』
に
対
し
て
示
さ
れ
た
今
後

の
方
策
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
予

算
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
や
オ
レ
ン
ジ
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
な
ど
に
よ

り
住
民
同
士
が
支
え
合
う
地
域

づ
く
り
を
支
援
し
、
民
生
児
童

委
員
活
動
の
や
り
が
い
や
重
要

性
に
つ
い
て
、
今
後
さ
ら
に
広

報
や
啓
発
に
努
め
る
。
ま
た
、

民
生
委
員
法
や
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
国
お

よ
び
京
都
府
に
対
し
て
要
望
を

行
っ
て
い
く
。
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今年度開設した情報学部

新たに開設された小規模保育所
「ピコリーノ」（猪崎）



5　議会だより　No.126

予
算
審
査
委
員
会

■（
仮
称
）福
知
山
鉄
道
館
ポ
ッ

　

ポ
ラ
ン
ド
建
設
事
業

問　

寄
附
金
２
億
円
の
範
囲
内

で
、
地
質
調
査
・
施
設
建
設
な

ど
の
費
用
を
全
て
賄
え
る
か
。

答　

令
和
２
年
度
予
算
は
、
寄

附
金
を
積
み
立
て
て
い
る『
福

知
山
鉄
道
館
ポ
ッ
ポ
ラ
ン
ド（
仮

称
）整
備
事
業
等
浅
田
基
金
』

の
１
８
９
３
万
８
千
円
と
、
地

域
振
興
基
金
の
１
８
９
３
万
９

千
円
を
財
源
と
し
て
い
る
。
寄

附
金
の
２
億
円
の
範
囲
内
で
、

建
設
整
備
費
用
の
全
て
を
賄
う

の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

■
野
生
鳥
獣
救
護
委
託
金
事
業

問　

委
託
内
容
や
、
救
護
す
る

動
物
の
種
類
お
よ
び
実
績
は
。

答　

京
都
府
北
部
で
発
生
し
た

傷
つ
い
た
野
生
鳥
獣
の
保
護
お

よ
び
飼
育
を
、
福
知
山
市
動
物

園
で
行
う
事
業
で
あ
る
。
鳥
類

で
は
ツ
バ
メ
・
ト
ビ
・
カ
ル
ガ

モ
・
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
・
コ

ウ
ノ
ト
リ
な
ど
、
獣
類
で
は
ノ

ウ
サ
ギ
・
カ
モ
シ
カ
・
モ
モ
ン

ガ
な
ど
を
救
護
し
た
。
実
績
は

平
成
28
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で

の
年
間
平
均
で
、
鳥
類
が
39
羽
、

獣
類
が
２
匹
で
あ
る
。

■
学
力
向
上
定
着
事
業

問　

予
算
増
額
の
要
因
は
。

答　

ふ
る
さ
と
学
習
に
か
か
る

ス
ク
ー
ル
バ
ス
特
別
運
行
に
要

す
る
経
費
を
計
上
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
学
習
と

は
、
小
学
校
統
廃
合
が
進
む
中
、

六
人
部
・
修
斉
・
遷
喬
・
上
川
口

小
学
校
の
各
校
区
に
お
け
る
地

域
学
習
や
、
来
年
４
月
の
大
江

地
域
３
小
学
校
の
ス
ム
ー
ズ
な

統
合
に
向
け
た
事
前
の
合
同
学

習
な
ど
を
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
。

■
介
護
保
険
事
業

問　

新
た
に
導
入
さ
れ
る
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
で
生
活
援
助

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
補
助
対

象
と
な
る
の
は
ど
の
よ
う
な
団

体
か
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
は
補
助
対
象
に
な
る
の
か
。

答　

地
域
住
民
に
よ
る
地
縁
団

体
や
協
議
会
な
ど
を
想
定
し
て

い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
つ

い
て
も
、
地
域
住
民
と
の
十
分

な
協
力
関
係
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
、
補
助
対

象
に
な
り
得
る
。

■
水
道
事
業

問　

給
水
収
益
18
億
３
７
４
０

万
円
の
内
、
滞
納
繰
越
と
な
る

見
込
み
額
は
。

答　

現
年
度
分
は
97
・
62
％
が

収
納
さ
れ
る
と
想
定
し
、
現
年

度
の
未
収
金
額
は
４
３
７
３
万

円
と
見
込
ん
で
い
る
。
令
和
２

年
度
に
繰
り
越
す
滞
納
額
を

５
２
７
２
万
円
と
し
、
そ
の
内

80
％
に
あ
た
る
４
２
１
８
万
円

を
令
和
２
年
度
中
に
回
収
し
、

不
納
欠
損
額
を
１
６
７
万
円
と

す
る
と
、
令
和
２
年
度
末
に
お

け
る
現
年
度
の
滞
納
繰
越
額
は

８
８
７
万
円
と
想
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
過
年
度
の
滞
納
分
と
合

計
す
る
と
５
２
６
０
万
円
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

■
病
院
事
業

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
に
よ
る
影
響
は
。

答　

現
在
進
行
中
で
あ
る
た
め
、

現
時
点
で
は
新
年
度
以
降
の
影

響
に
つ
い
て
詳
細
に
は
見
通
せ

な
い
が
、
病
院
機
能
を
し
っ
か

り
と
維
持
で
き
る
よ
う
、
全
力

で
事
業
執
行
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

反
対
討
論　

１
件

賛
成
討
論　

１
件

審
査
結
果　

全
議
案
原
案
可
決

令
和
２
年
度
補
正
予
算

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
予
算

■
民
間
保
育
所
運
営
事
業

問　

０
歳
か
ら
２
歳
児
ク
ラ
ス

ま
で
の
保
育
料
の
還
付
方
法
と

試
算
額
の
算
出
根
拠
は
。

答　

３
月
分
の
保
育
料
か
ら
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
登
園

し
な
か
っ
た
日
数
分
を
日
割
り

計
算
に
よ
り
減
免
し
還
付
を
行

う
。
保
育
料
は
公
立
・
私
立
園

共
に
、
市
が
徴
収
し
て
お
り
、

還
付
に
つ
い
て
も
市
が
窓
口
と

な
る
。
還
付
金
額
は
全
体
で

６
２
０
万
円
程
度
と
見
込
ん
で

い
る
。

■
雇
用
調
整
支
援
事
業

問　

雇
用
調
整
支
援
補
助
金
に

係
る
日
数
お
よ
び
人
数
の
算
定

根
拠
は
。

答　

日
数
に
つ
い
て
は
、
国
の

雇
用
調
整
助
成
金
の
上
限
で
あ

る
１
０
０
日
と
し
た
。
ま
た
対

象
者
の
う
ち
、
申
し
込
み
は
50

社
程
度
で
、
平
均
10
人
程
度
の

雇
用
が
あ
る
と
想
定
し
、
そ
の

４
割
程
度
が
休
ま
れ
る
と
見
込

み
、
対
象
者
数
を
２
０
０
人
と

算
出
し
た
。

問　

相
談
窓
口
の
整
備
内
容
は
。

答　

本
庁
舎
の
産
業
観
光
課
に

窓
口
を
設
置
し
、
臨
時
職
員
１

名
を
配
置
す
る
。
総
合
的
な
窓

口
も
検
討
し
て
い
く
必
要
も
あ

る
が
、
事
業
所
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
も

考
慮
し
て
検
討
し
た
い
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

緊
急
事
業
者
向
け
相
談
会
事
業

問　

相
談
者
の
費
用
負
担
の
有

無
は
。

答　

相
談
者
の
費
用
負
担
は
発

生
し
な
い
。

■
休
日
急
患
診
療
所
費

運
営
経
費

問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

物
品
の
入
手
の
見
通
し
は
。

答　

医
療
用
物
品
に
つ
い
て
も

入
手
が
難
し
い
情
勢
と
な
っ
て

い
る
が
、
し
っ
か
り
と
確
保
に

努
め
た
い
。

反
対
討
論　

な
し

賛
成
討
論　

１
件

審
査
結
果　

全
議
案
原
案
可
決

遷喬小学校スクールバス
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委
員
会
審
査
報
告
・
討
論

　

 
総
務
防
災
委
員
会

■
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定

問　

大
呂
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
の
整
備
内
容
は
。

答　

砂
利
敷
き
の
場
所
を
舗
装
し

て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
、
34
台
分

を
確
保
す
る
。
併
せ
て
照
明
灯
２

基
と
進
入
路
誘
導
灯
14
基
も
整
備

す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
福
知
山
市
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

問　

消
防
団
員
の
定
員
が
２
１
６

０
人
か
ら
３
８
０
人
減
と
な
る
が
、

消
防
力
は
維
持
で
き
る
の
か
。

答　

各
分
団
と
協
議
し
、
地
域
の

実
情
や
、
災
害
対
応
可
能
な
人
数

を
考
慮
し
て
算
出
し
た
の
で
、
消

防
力
は
低
下
し
な
い
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
福
知
山
市
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正

問　

５
月
末
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通

知
カ
ー
ド
が
廃
止
に
な
る
が
、
通

知
カ
ー
ド
を
紛
失
し
て
番
号
が
分

か
ら
な
く
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
表
示
の
住
民

票
を
交
付
申
請
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
る
。
新
規
の
個
人
番
号
付
与

の
場
合
は
、
通
知
カ
ー
ド
に
代
わ

る
文
書
な
ど
で
の
通
知
と
な
る
予

定
で
あ
る
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

　

 

教
育
厚
生
委
員
会

■
介
護
福
祉
士
育
成
修
学
資
金
の

貸
与
に
関
す
る
要
件
の
改
正

問　

主
な
改
正
内
容
と
効
果
は
。

答　

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
と

本
市
の
貸
付
事
業
を
一
体
的
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
貸

与
総
額
が
増
加
し
、
利
用
者
は
１

学
年
あ
た
り
最
大
１
１
０
万
円
ま

で
借
り
入
れ
が
可
能
に
な
る
。
ま

た
、
貸
付
の
対
象
経
費
を
「
養
成

施
設
等
の
入
学
金
及
び
授
業
料
」

と
す
る
従
来
の
制
限
を
撤
廃
す
る

こ
と
で
利
用
し
や
す
く
な
り
、
制

度
利
用
者
が
増
加
す
る
な
ど
の
効

果
が
期
待
で
き
る
。

問　

修
学
資
金
が
返
還
免
除
さ
れ

る
勤
務
期
間
の
要
件
は
。

答　

市
の
貸
付
金
は
市
内
の
介
護

・
福
祉
施
設
な
ど
で
３
年
間
、
府

社
協
の
貸
付
金
は
府
内
の
同
施
設

な
ど
で
５
年
間
勤
務
す
る
こ
と
で

あ
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
小
学
校
教
師
用
指
導
書
の
取
得

問　

見
積
徴
取
先
を
財
務
規
則
に

基
づ
い
て
１
者
と
す
る
理
由
は
。

答　

教
科
用
図
書
は
特
約
供
給
所

を
経
由
し
て
流
通
す
る
仕
組
み
で

あ
り
、
京
都
府
内
で
唯
一
の
特
約

供
給
所
に
契
約
相
手
方
が
特
定
さ

れ
る
た
め
で
あ
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

 

産
業
建
設
委
員
会

■
福
知
山
市
森
林
環
境
譲
与
税
基

金
条
例
の
制
定

問　

森
林
所
有
者
か
ら
福
知
山
市

が
委
託
を
受
け
た
、
放
置
森
林
の

整
備
は
、
福
知
山
市
に
交
付
さ
れ

る
森
林
環
境
譲
与
税
で
全
て
行
え

る
の
か
。

答　

可
能
な
限
り
林
業
経
営
に
適

し
た
森
林
と
し
て
、
意
欲
と
能
力

の
あ
る
民
間
事
業
者
に
整
備
を
お

願
い
し
た
い
。
国
に
お
い
て
は
、

放
置
さ
れ
た
森
林
を
15
年
程
度
で

解
消
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
福

知
山
市
と
し
て
は
、
来
年
度
に
か

け
て
防
災
対
策
も
含
め
た
、
放
置

森
林
整
備
の
長
期
計
画
の
策
定
を

予
定
し
て
い
る
。
基
金
を
活
用
し

た
計
画
的
な
森
林
管
理
を
行
っ
て

い
き
た
い
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

■
福
知
山
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正

問　

連
帯
保
証
人
を
無
く
す
こ
と

は
、
家
賃
の
未
収
が
増
え
債
権
放

棄
額
の
増
加
を
招
く
の
で
は
な
い

か
。

答　

未
納
が
発
生
し
た
早
期
の
段

階
で
納
入
相
談
な
ど
を
行
い
、
滞

納
の
高
額
化
・
長
期
化
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
一
層
の
努
力
を
す
る
。

入
居
者
の
生
活
実
態
を
よ
く
見
て
、

必
要
な
場
合
は
福
祉
部
署
と
も
連

携
し
て
対
応
す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

3
月
定
例
会　

委
員
会
審
査
報
告

主
な
議
案
審
査

討　　　論

　　　　 「早期に成立させ新年度実行が必要」  森下　賢司
　国際大会準備、道路や橋梁の安全確保、ため池防災、公共交通維持支援、学校現場の情報環境整備、平成
30年災害復旧など、いずれも本市ビッグプロジェクトや市民の安心安全な暮らし、次代を担う子どもたちへ
の投資であり大変重要な予算だ。早期に成立させて新年度実行が必要で賛成だ。

議第144号　令和元年度一般会計補正予算（第５号）

賛　成
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討
論
・
議
決
結
果

討　　　論

　　　（議第105号・116号・145号）
　　　「同和行政の継続、子育て支援の後退」
 塩見　卯太郎
　内水対策や防災対策、有害獣対策は評価するが、
同和行政の継続、事業棚卸しによる一方的な事業の
廃止となっている。ふくふく医療費支給事業は前年
度予算から減額で、他自治体と比べ立ち遅れている
こと、小中学校就学援助事業は受けられる児童生徒
が激減し、子育て支援の後退である。後期高齢者医
療は差別する仕組みのため反対。

議第105号から議第163号まで　令和２年度一般会計予算ほか

反　対 　　　（議第123号）
　　　「大橋市長は強いリーダーシップを」
 荒川　浩司
　この条例の改正は、市長などの給与削減の関係で、
削減額は年間で200万円弱しかない。反対の理由は
三つ。①本市は危機的な財政難である。②終わらな
い不祥事。この2年間でも7件。③行政などの身を切
る改革が見えず、住民合意が得られず、まちづくり
が進まない。大橋市長には、住民ファーストの立場
で福知山を救っていただきたい。

反　対

　　　　(全議案)「上程議案すべてに賛成」
 桐村　一彦
　新年度の全会計予算は、市長選挙を控えた骨格予
算ではあるが、「力強く『新時代 福知山』へ向かう
予算」として、主要な七つの事業による「まちづく
り」「財政健全化の取り組み」「事業棚卸しの予算
反映」など本市の三つの計画を連携し事業計上され
ている。事業実施についてコロナウイルスによる影
響を不安に思うが、動向に注意したい。

賛　成 　　　  (全議案)「新時代 福知山」を拓く力強い予算
 田渕　裕二
　８年ぶりに財政構造の硬直化が改善され、新年度
事業予算はさらなる財政健全化へ向けた取り組みが
行われている。度重なる災害を克服し、安心・安全
なまちの構築や賑わいの創出、そして福祉・医療・
子育て環境の充実、さらには教育と文化・産業との
連携による地域力と雇用の向上を目指した行政効率
の高いまちづくりに必要な編成予算である。

賛　成

議第106号 令和２年度国民健康保険事業特別会計予算

議第107号 令和２年度国民健康保険診療所費特別会計予算

議第108号 令和２年度と畜場費特別会計予算

議第109号 令和２年度宅地造成事業特別会計予算

議第110号 令和２年度休日急患診療所費特別会計予算

議第111号 令和２年度公設地方卸売市場事業特別会計予算

議第112号 令和２年度農業集落排水施設事業特別会計予算

議第113号 令和２年度福知山都市計画事業石原土地区画
整理事業特別会計予算

議第114号 令和２年度介護保険事業特別会計予算

議第115号 令和２年度下夜久野地区財産区管理会特別会
計予算

議第117号 令和２年度水道事業会計予算

議第118号 令和２年度下水道事業会計予算

議第119号 令和２年度病院事業会計予算

議第120号 福知山市附属機関設置条例の一部改正 

議第121号 福知山市職員の服務の宣誓に関する条例の
一部改正

議第122号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部改正

議第124号 福知山市手数料条例の一部改正

議第125号 福知山市国民健康保険条例の一部改正 

議第126号 福知山市消防団員の定員、任免、給与、服務等
に関する条例の一部改正

議第127号 福知山市保育所条例の一部改正

議第128号 福知山市介護保険条例の一部改正

議第129号 福知山市介護福祉士育成修学資金の貸与に
関する条例の一部改正

議第130号 福知山市立学校設置条例等の一部改正

議第131号 福知山市森林環境譲与税基金条例制定

議第132号 福知山市公設地方卸売市場条例の一部改正

議第133号 福知山市農業集落排水施設条例の一部改正

議第134号 福知山市営住宅条例の一部改正

議第135号 福知山市営特定公共賃貸住宅条例の一部改正

議第136号 福知山市営改良住宅条例の一部改正

議第137号 福知山市三和町立地企業等従業員住宅条例
の一部改正

■全員賛成で可決・同意となった議案
3月定例会の議決結果について
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議　

決　

結　

果

■議員別議案賛否一覧表（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 大志

の会
福知山
未来の会 新政会

無
会
派

大
谷　

洋
介

足
立　

伸
一

吉
見　

茂
久

𠮷
見　

純
男

塩
見
卯
太
郎

紀
氏
百
合
子

中
村　

初
代

金
澤　

栄
子

野
田　

勝
康

髙
橋　

正
樹

足
立　

治
之

桐
村　

一
彦

馬
谷　

明
美

森
下　

賢
司

田
中　

法
男

小
松　

遼
太

中
嶋　
　

守

柴
田　
　

実

田
渕　

裕
二

大
槻　

泰
德

藤
本　

喜
章

尾
嶋　

厚
美

荒
川　

浩
司

議第105号 令和２年度一般会計予算

可　
　
　
　

決

○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第116号 令和２年度後期高齢者医療事業特
別会計予算

○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第123号

福知山市長、副市長、教育長及び上
下水道事業管理者の給与に関する
条例及び福知山市の特別職の職員
で常勤のものの退職手当に関する
条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第145号 令和元年度一般会計補正予算（第７
号）

○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　　※ 芦田眞弘議員（新政会）は議長職のため表決に加わっていません。   所属会派は、3月31日現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

議第138号 福知山市営一戸建住宅条例の一部改正

議第139号 福知山市大江町定住促進住宅条例の一部改正

議第140号 福知山市鬼の里Ｕターンプラザ条例の一部改正

議第141号 福知山市お試し住宅条例の一部改正

議第142号 第２期福知山市子ども・子育て支援事業計画
の策定

議第143号 辺地総合整備計画の策定

議第144号 令和元年度一般会計補正予算（第５号）

議第146号 令和元年度国民健康保険事業特別会計補正
予算（第３号）

議第147号 令和元年度休日急患診療所費特別会計補正
予算（第１号）

議第148号 令和元年度農業集落排水施設事業特別会計
補正予算（第２号）

議第149号 令和元年度介護保険事業特別会計補正予算
（第４号）

議第150号 令和元年度福知山市病院事業会計補正予算
（第２号）

議第151号 福知山市国民健康保険診療所条例の一部改正

議第152号 福知山市児童館条例の一部改正

議第153号
地方教育行政の組織及び運営に関する法律
第23条第１項の規定に基づく職務権限の特例
を定める条例の一部改正

議第154号 福知山市学習等供用施設条例を廃止する条
例制定

議第155号 福知山市里の駅みたけ条例を廃止する条例
制定

議第156号 福知山市夜久野町緑の里交流センター条例
を廃止する条例制定

議第157号 福知山市新町文化センター条例を廃止する条
例制定

議第158号 工事請負契約の変更
〔川北荒木線（川北橋）左岸上部工工事〕

議第159号 工事請負契約の変更
〔小谷ヶ丘調整池整備工事〕

議第160号 物品の取得〔小学校教師用指導書〕

議第161号 福知山市の字の区域の変更

議第162号 市道の認定及び路線変更

議第163号 福知山市病院事業会計資本金の減少

議第164号 令和元年度一般会計補正予算(第６号)

議第165号 令和２年度一般会計補正予算(第１号)

議第166号 教育委員の任命　　　　  （加
か

藤
とう

　由
ゆ

美
み

　氏）

議第167号
固定資産評価審査委員会委員の選任

（清
し

水
みず

　靖
やす

昭
あき

　氏）

議第168号
人権擁護委員の候補者の推薦

（倉
くら

垣
がき

　康
やす

子
こ

　氏）

議第169号
人権擁護委員の候補者の推薦

（友
とも

繁
しげ

　京
きょう

子
こ

　氏）

議第170号 令和２年度一般会計補正予算（第２号）

議第171号 令和２年度休日急患診療所特別会計補正予算
（第１号）

議第172号 令和２年度福知山市介護保険事業特別会計補
正予算（第１号）

議第173号 財政調整基金の繰入れ
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ここが聞きたい！  3月定例会

代 表 質 問
　　　   各会派から6議員が質問に登壇！
１．大志の会
　　桐村　一彦  議員
２．福知山未来の会
　　森下　賢司  議員

３．新政会
　　中嶋　　守  議員
４．福知山市議会公明党
　　吉見　茂久  議員

５．日本共産党福知山市会議員団
　　吉見　純男  議員
６．蒼士会
　　足立　治之  議員

質問議員

代
表
質
問

代表質問録画配信中！

Ｑ：代表質問と一般質問は何が違うの？表質 と一 何が違う ？う
Ａ：代表質問表質質問は、会派を代表表し、し 市政の運営方針や主要課題な営方方針市政市 運営 ど、政政策策レベルでの問題点や将来にでの問での
対する方針などについて所信を質すものででを質すて所信を質対 ど つ 所信 す。一す 方、方、一般質問は、議員の調調の 査・研査 究、自身の自
考え方をもとに、行政に対して政策を問うものです。もと 政に 策を政に対して政に て政策行政 政策 も で

教えて!! 市議会市 ＱＱ＆ＡＡ

※この代表質問の掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。

男女共同参画社会への対策は
イクボス宣言に向けて取り組む

問　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
な
ど
、
本
市

の
男
女
共
同
参
画
の
現
状
は
。

答　

第
３
次
男
女
共
同
参
画

計
画
「
は
ば
た
き
プ
ラ
ン
」

の
実
践
と
雇
用
に
お
け
る
男

女
の
均
等
な
機
会
へ
の
対
応

を
確
保
し
、
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

長
時
間
労
働
の
是
正
や
多
様

な
働
き
方
の
見
直
し
と
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
・
企
業
に
対

し
て
継
続
的
に
啓
発
を
し
て

い
る
。
（
人
権
推
進
室
長
）

問　

女
性
の
職
場
生
活
に
お

け
る
活
躍
推
進
の
た
め
の

「
イ
ク
ボ
ス
」
に
つ
い
て
、

福
知
山
市
の
取
り
組
み
は
。

答　

平
成
27
年
に
京
都
市
長

お
よ
び
副
市
長
が
、
平
成
28

年
に
亀
岡
市
長
が
「
イ
ク
ボ

ス
宣
言
」
を
さ
れ
た
。
出
産

期
や
子
育
て
期
を
迎
え
た
女

性
が
、
安
心
し
て
就
労
を
継

続
し
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で

き
る
職
場
環
境
づ
く
り
、
女

性
社
員
お
よ
び
人
事
担
当

者
双
方
の
意
識
改
革
を
促

す
た
め
の
「
女
性
活
躍
推
進

セ
ミ
ナ
ー
」
や
、
男
女
が
共

に
考
え
る
「
は
ば
た
き
セ
ミ

ナ
ー
」
な
ど
の
研
修
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

本
市
で
も
、
引
き
続
き
女

性
が
就
労
を
継
続
で
き
る
職

場
づ
く
り
と
、
「
イ
ク
ボ
ス

宣
言
」
に
向
け
て
関
係
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。　

（
人
権
推
進
室
長
）

・大橋市政の４年間を問う
・地方創生に向けた諸施策について
・農地保全への対策について

その他の質問

薩
さつ

摩
ま

川
せん

内
だい

市
し

イクボスマニュアルより

Q

A
　　　　　　大志の会

桐村　一彦  議員

代表質問の
録画配信は
こちらから
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代
表
質
問

由良川右岸内水対策、新年度は
効果的な内水被害軽減を図る

問　

令
和
２
年
度
予
算
編
成

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答　

市
長
選
を
控
え
、
政
策

的
新
規
事
業
を
抑
え
た
骨
格

型
。
市
民
生
活
に
必
要
な
継

続
的
事
業
は
盛
り
込
ん
だ
。

財
政
構
造
健
全
化
指
針
の
最

終
年
度
を
意
識
し
た
。　
　

（
市
長
）

問　

新
た
に
ど
の
よ
う
な
視

点
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
編
成

な
の
か
。

答　

令
和
元
年
度
ま
で
の
取

り
組
み
を
土
台
に
、
次
に
向

か
う
思
い
で
編
成
し
た
。
大

江
地
域
の
内
水
対
策
推
進
な

ど
、
市
民
の
生
活
を
守
る
た

め
の
必
要
な
施
策
に
取
り
組

む
視
点
を
入
れ
た
。

（
財
務
部
長
）

問　

大
江
地
域
だ
け
で
な
く
、

由
良
川
右
岸
地
域
で
の
内
水

対
策
推
進
が
必
要
だ
が
。

答　

土
師
地
区
の
ポ
ン
プ
場

稼
動
に
よ
り
、
市
の
排
水
ポ

ン
プ
車
２
台
を
他
地
域
に
配

備
で
き
る
。
市
の
車
両
と

国
・
府
所
有
ポ
ン
プ
車
を
あ

わ
せ
、
効
果
的
な
内
水
被
害

軽
減
を
図
る
。
池
部
、
西
谷

川
樋
門
な
ど
に
危
機
管
理
型

水
位
計
設
置
工
事
を
進
め
て

お
り
、
内
水
位
の
状
況
確
認

を
し
や
す
く
す
る
。　
　

（
建
設
交
通
部
長
）

問　

市
民
の
願
い
を
広
く
吸

い
上
げ
る
こ
と
に
ど
れ
だ
け

注
力
し
た
新
年
度
予
算
か
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
意
見

を
聞
き
、
市
民
の
願
い
を
反

映
さ
せ
た
。
（
財
務
部
長
）

・地域協議会制度の推進と行政運営の相
関性は
・まちなか賑わいづくりの現状とこれか
らは
・大橋市政１期目の市長公約を振り返る

その他の質問

　　福知山未来の会
森下　賢司  議員

近年頻発する由良川右岸地域の内水被害

Q

A

　　　　　　新政会
中嶋　　守  議員

全事業棚卸し、今後の取り組みは
自己評価と事業見直しを継続

問　

市
長
は
な
ぜ
全
事
業
の

棚
卸
し
に
取
り
組
ま
れ
た
の

か
。
市
長
の
思
い
や
目
的
は

何
か
。

答　

全
事
業
棚
卸
し
は
、
こ

れ
ま
で
の
事
業
の
あ
り
方
、

考
え
方
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
振

り
返
り
、
効
率
的
、
効
果
的

な
も
の
に
作
り
変
え
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
き
た
。

（
市
長
）

問　

改
善
さ
れ
た
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

答　

取
り
組
み
な
ど
の
検
証

を
行
う
中
で
常
に
改
善
、
進

化
さ
せ
た
。
公
開
事
業
検
証

に
判
定
人
と
し
て
市
民
が
参

画
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
た
。

公
募
か
ら
無
作
為
抽
出
に
よ

る
手
法
へ
と
見
直
し
、
前
年

を
上
回
る
市
民
に
ご
参
加
い

た
だ
い
た
。

（
市
長
公
室
理
事
）

問　

答
申
で
評
価
さ
れ
た
成

果
、
課
題
を
踏
ま
え
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答　

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、

常
に
見
直
す
意
識
や
姿
勢
が

身
に
つ
い
て
き
て
い
る
。
今

後
は
予
算
編
成
、
予
算
執
行

の
一
連
の
過
程
で
担
当
課
職

員
に
自
己
評
価
と
事
業
見
直

し
を
継
続
す
る
。

（
市
長
公
室
理
事
）

問　

新
た
な
評
価
シ
ス
テ

ム
構
築
の
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

令
和
２
年
度
中
に
構
築

し
、
次
期
「
未
来
創
造
福
知

山
」
に
お
け
る
施
策
体
系
を

基
に
令
和
３
年
度
よ
り
始
め

た
い
。
（
市
長
公
室
理
事
）

・産業支援センターの成果と
課題について

その他の質問

公開事業検証、判定人として市民が参画

Q

A
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代
表
質
問

ポイントを絞り避難の呼びかけを
避難のあり方検討会で進めている

問　

防
災
・
減
災
対
策
を
市

政
の
中
心
に
置
き
、
国
・

府
・
市
、
３
者
の
連
携
強
化

が
さ
ら
に
必
要
と
考
え
る
が

所
見
は
。

答　

今
後
、
治
水
対
策
は
、

本
川
お
よ
び
支
川
の
管
理
者

で
あ
る
国
・
府
・
本
市
が
一

体
的
に
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
、
そ
の
効
果
は
的
確
に
発

揮
で
き
な
い
。
由
良
川
流
域

（
福
知
山
市
域
）
に
お
け
る

総
合
的
治
水
対
策
、
ま
た
、

大
江
町
河
守
か
ら
公
庄
地
区

を
モ
デ
ル
地
区
と
位
置
付
け
、

内
水
被
害
軽
減
対
策
に
国
・

府
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
、
国
・
府

・
沿
川
市
な
ど
に
よ
る
「
由

良
川
大
規
模
内
水
対
策
部

会
」
に
お
い
て
協
議
を
行
い
、

さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。　

（
市
長
）

問　

広
域
の
た
め
避
難
情
報

が
行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
か
。
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た

避
難
の
呼
び
か
け
は
。

答　

「
避
難
の
あ
り
方
検
討

会
」
で
は
、
地
域
独
自
の
身

近
な
情
報
を
自
治
会
な
ど
に

発
信
し
て
避
難
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
内
水
氾
濫

で
は
過
去
の
浸
水
実
績
、
土

砂
災
害
で
は
土
壌
雨
量
指
数

（
土
の
中
の
水
分
量
）
と
過

去
の
災
害
値
と
の
関
係
性
を

見
極
め
避
難
の
ス
イ
ッ
チ
と

な
る
情
報
発
信
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。（

危
機
管
理
監
）

・本市の新型コロナウイルス感染症対策について
・新年度予算編成に関する歳入歳出改革は
・子育て支援施策の充実を

その他の質問

　　福知山市議会公明党
吉見　茂久  議員

避難行動に必要なハザードマップ

Q

A

　　　日本共産党福知山市会議員団
吉見　純男  議員

新型コロナウイルス経済対策を
市独自支援制度創設で対応

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
市
経
済
影
響
に
つ
い

て
、
共
産
党
議
員
団
は
福
知

山
商
工
会
議
所
、
長
田
野
工

業
セ
ン
タ
ー
に
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
た
。
長
田
野
工
業

セ
ン
タ
ー
で
は
「
原
材
料
が

届
か
な
い
こ
と
に
加
え
て
部

品
や
製
品
を
中
国
に
送
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
今
後
の

生
産
体
制
の
検
討
な
ど
、
影

響
が
出
て
い
る
。
」
福
知
山

商
工
会
議
所
で
は
、
「
光
秀

景
気
に
対
応
し
て
、
従
業
員

を
増
や
し
た
が
、
顧
客
キ
ャ

ン
セ
ル
が
相
次
い
で
い
る
な

ど
、
飲
食
、
宿
泊
業
に
大
き

な
影
響
が
出
て
い
る
。
今
後

の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
で
、

新
た
な
資
金
借
り
入
れ
は
、

困
難
な
事
業
所
が
多
い
。
現

在
返
済
中
の
借
入
金
の
返
済

猶
予
を
お
願
い
し
た
い
。
」

な
ど
、
深
刻
な
状
況
が
報
告

さ
れ
た
。
福
知
山
市
と
し
て

京
都
府
の
融
資
制
度
の
利
子

補
給
や
、
金
融
機
関
の
協
力

を
求
め
る
中
、
借
入
金
の
返

済
猶
予
な
ど
、
市
独
自
の
支

援
制
度
の
創
設
を
す
べ
き
だ

が
。

答　

市
独
自
の
利
子
補
給
制

度
の
創
設
な
ど
、
対
応
し
た

い
。　

（
産
業
政
策
部
長
）

問　

必
要
な
こ
と
は
直
ち
に

予
算
化
を
行
い
事
業
実
施
を

す
べ
き
だ
が
。

答　

状
況
把
握
を
的
確
に
行

い
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

い
く
。
（
産
業
政
策
部
長
）

・地域経済の活性化を
・瑞穂環境保全センター
の運営について

その他の質問

日本共産党議員団実態調査　長田野工業センター

Q

A
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代
表
質
問

委
員
会
活
動
報
告

スポーツ振興に向けた新組織作り
各種団体との連携を強める方針

問　

令
和
２
年
〜
３
年
度
に

か
け
「
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
」
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
が
開
催

さ
れ
る
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」

「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

ゲ
ー
ム
ズ
」
と
大
き
な
大
会

が
目
白
押
し
で
あ
る
が
、
宿

泊
の
受
け
入
れ
や
、
大
会
運

営
は
可
能
で
あ
る
か
。

答
「
マ
ラ
ソ
ン
」
と
「
ワ
ー

ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
」
で
は
、
対
応
可
能
と
考

え
て
い
る
。
「
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
」
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
約

１
５
０
０
名
の
宿
泊
と
な
り
、

家
族
・
応
援
を
含
め
る
と
対

応
が
困
難
な
た
め
、
近
隣
の

他
市
と
の
連
携
も
図
っ
て
い

き
た
い
。（

地
域
振
興
部
長
）

問　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿

を
本
市
に
誘
致
す
る
の
な
ら
、

近
隣
の
綾
部
・
舞
鶴
市
に
比

べ
施
設
使
用
料
が
高
額
だ
が
。

答　

令
和
２
年
度
よ
り
、
市

外
の
学
生
が
本
市
内
で
宿
泊

を
伴
う
大
会
・
合
宿
を
行
う

場
合
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致

補
助
金
に
替
え
て
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
使
用
料
減
免
を
実

施
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

（
地
域
振
興
部
長
）

問　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

獲
得
す
る
た
め
、
競
技
・
宿

泊
・
昼
食
施
設
な
ど
の
予
約

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
官

民
一
体
の
組
織
の
構
築
は
。

答　

官
民
一
体
の
組
織
の
構

築
を
す
る
考
え
は
な
い
が
、

各
種
団
体
と
の
連
携
を
強
め

て
い
き
た
い
。

（
地
域
振
興
部
長
）

・福知山公立大学の現状と今後の課題について

その他の質問

　　蒼士会
足立　治之  議員

2021年5月に本市開催予定の
ワールドマスターズゲームズ　　　　　　　　　　　　　　　　　

ソフトテニスの部

Q

A

福知山公立大学との意見交換会を開催
～新学部開設の準備状況や、大学の取り組みなどで意見を交わす～

総務防災
委 員 会

活
動
日

12
月
26
日
㈭

　

福
知
山
公
立
大
学
よ
り
、
井
口
学

長
、
富
野
副
学
長
、
山
本
事
務
局
長
、

岡
本
地
域
経
営
学
部
長
の
４
氏
を
お

招
き
し
、
委
員
と
の
意
見
交
換
を
実

施
し
た
。

　

ま
ず
、
井
口
学
長
よ
り
、
令
和
２

年
４
月
開
設
予
定
の
情
報
学
部
の
開

設
準
備
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

説
明
を
受
け
た
。

〇
非
常
に
厳
し
い
文
科
省
の
設
置
認

可
審
査
で
あ
っ
た
。

〇
１
号
館
と
３
号
館
の
改
修
は
予
定

通
り
進
行
中
で
あ
る
。

〇
専
任
教
員
18
名
は
確
保
で
き
た
が
、

今
後
８
０
０
人
定
員
を
満
た
す
時
に
、

年
次
的
に
教
員
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
。

〇
推
薦
入
試
が
終
わ
り
、
地
域
枠
で

の
ト
ッ
プ
合
格
者
が
全
体
で
も
ト
ッ

プ
合
格
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
大
学
で
の
学
生
の
様
子
や
、

諸
課
題
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
た
、
市
に
望
む
こ
と
な
ど
も
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
た
。

〇
第
一
期
の
４
年
生
、
ほ
ぼ
全
員
が

就
職
内
定
し
た
。
そ
の
う
ち
、
北
近

畿
出
身
者
と
同
数
程
度
の
学
生
が
北

近
畿
の
事
業
所
に
就
職
す
る
予
定
で

あ
る
。

〇
ク
ラ
ブ
の
部
室
や
体
育
館
が
な
く
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
長
期
的
整
備
計
画
策

定
が
必
要
で
あ
る
。

〇
下
宿
・
ア
パ
ー
ト
の
確
保
が
難
し

い
上
に
家
賃
が
高
い
の
で
、
学
生
の

ア
ル
バ
イ
ト
率
が
高
い
。
市
内
に
も

う
少
し
安
価
な
ア
パ
ー
ト
が
欲
し
い
。

〇
こ
れ
ま
で
は
イ
ベ
ン
ト
的
な
地
域

と
の
つ
な
が
り
だ
っ
た
が
、
今
後
は
、

地
域
社
会
の
展
望
を
考
え
ら
れ
る
大

学
に
成
長
し
て
い
き
た
い
。

　

お
互
い
に
生
の
声
で
意
見
交
換
で

き
る
、
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

改修中の３号館（12月）

意見交換会
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委
員
会
活
動
報
告

聴覚障害の特性や聴覚障害児・者の取り組みなど
について出張委員会を開催

活
動
日

２
月
14
日
㈮

会　

場

ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
ち
や
ま

　

出
張
委
員
会
を
開
催
し
、
聴
覚
障

害
の
当
事
者
や
支
援
者
の
各
団
体
と

の
懇
談
会
を
実
施
し
た
。

　

各
団
体
か
ら
は
、
聴
覚
障
害
の
特

性
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
で
の
困
り

ご
と
や
壁
を
感
じ
る
こ
と
、
災
害
に

関
連
す
る
課
題
、
社
会
の
変
化
や
行

政
の
支
援
を
求
め
る
願
い
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
大
変
多
く
の
貴
重
な
意

見
を
伺
っ
た
。

　

委
員
会
と
し
て
も
、
「
福
知
山
市

手
話
言
語
及
び
障
害
の
あ
る
人
の
多

様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進
条

例
」
が
目
指
す
共
生
社
会
の
実
現
の

た
め
、
様
々
な
施
策
が
具
体
的
に
実

行
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
た
。

■
参
加
い
た
だ
い
た
団
体

・
福
知
山
聴
覚
障
害
者
協
会

・
福
知
山
難
聴
協
会

・
福
知
山
手
話
サ
ー
ク
ル
こ
づ
ち

・
大
江
町
手
話
サ
ー
ク
ル

・
福
知
山
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル

　

み
み
の
輪

・
難
聴
児
親
の
会

・
福
知
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

■
主
な
意
見

・
鉄
道
な
ど
が
遅
延
や
停
止
を
し
て

も
状
況
が
分
か
ら
ず
不
安
。

・
災
害
発
生
や
訓
練
の
際
に
、
情
報

が
十
分
に
得
ら
れ
ず
、
避
難
の
タ

イ
ミ
ン
グ
も
分
か
ら
な
い
。

・
病
院
の
待
合
で
名
前
を
呼
ば
れ
て

も
分
か
ら
ず
、
待
ち
続
け
る
こ
と

が
あ
る
。

・
「
聞
こ
え
て
い
な
い
」
こ
と
が
見

た
目
で
分
か
ら
な
い
た
め
、
誤
解

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
に
な

り
、
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
が
つ

ら
い
。

・
手
話
や
要
約
筆
記
の
普
及
啓
発
と

資
格
者
の
養
成
が
必
要
。
要
約
筆

記
な
ど
を
活
用
し
や
す
い
柔
軟
な

制
度
が
必
要
。

・
補
聴
器
や
人
工
内
耳
の
導
入
、
維

持
の
負
担
が
大
き
い
。

・
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
の
理
解
が

深
ま
り
、
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
社
会
に
な
る
よ

う
頑
張
り
た
い
。

活
動
日

２
月
10
日
㈪

会　

場

大
江
町
総
合
会
館

　

地
域
協
議
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

と
交
流
拠
点
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
出
張
委
員
会
を
開
催
し
、
大
江

ま
ち
づ
く
り
住
民
協
議
会
各
役
員
、

大
江
観
光
株
式
会
社
代
表
者
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
は
設
立
か
ら
４
年
目
と
な
り
、

役
員
ア
ン
ケ
ー
ト
も
取
っ
て
い
る
が

若
い
人
の
参
加
が
難
し
い
。
交
流
拠

点
施
設
は
単
に
施
設
運
営
と
い
う
事

で
は
な
く
、
地
域
の
観
光
、
産
業
施

策
と
一
体
と
し
た
政
策
の
な
か
で
予

算
化
を
す
べ
き
で
あ
る
」
、
「
大
江

観
光
株
式
会
社
は
昭
和
63
年
に
設
立

さ
れ
て
か
ら
30
数
年
間
、
経
営
改
善

で
地
域
の
お
役
に
立
つ
た
め
頑
張
っ

て
い
る
。
現
場
は
苦
労
し
て
い
る
の

で
元
気
の
出
る
政
策
提
起
を
お
願
い

す
る
」
な
ど
の
意
見
や
提
案
が
出
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
に
必
死
で
奮
闘
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
痛
切
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

地
域
の
振
興
と
い
う
「
公
」
の
価

値
の
大
き
さ
は
、
地
域
に
と
っ
て
そ

の
施
設
が
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

と
し
て
、
地
域
住
民
が
愛
着
を
持
っ

て
い
る
か
が
大
き
い
。
結
論
か
ら
出

発
す
る
の
で
は
な
く
、
大
江
ま
ち
づ

く
り
住
民
協
議
会
や
大
江
観
光
株
式

会
社
に
行
政
は
寄
り
添
っ
て
、
対
等

の
立
場
で
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、

住
民
協
議
会
の
運
営
や
交
流
拠
点
施

設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
方
針
を
決
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

教育厚生
委 員 会

大江地域で出張委員会を開催
地域協議会によるまちづくりと交流拠点施設のあり方について

産業建設
委 員 会

貴重なご意見をたくさんいただいた懇談会

産業建設委員会の委員

大江まちづくり住民協議会の皆さん
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委
員
会
活
動
報
告

市民の思い　議員が共有
下豊富地区・大正地区において意見交換

広報広聴
委 員 会

第
16
回  

議
会
報
告
会

「
市
議
会
と
語
ろ
う
！
」
を
開
催

開
催
日

2
月
17
日
㈪

2
月
18
日
㈫

場　

所

成
和
地
域
公
民
館

大
正
文
化
セ
ン
タ
ー

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
議

員
が
２
班
に
分
か
れ
て
地
域
に
出
向

き
、
議
会
活
動
の
報
告
を
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

下
豊
富
地
区
で
は
、
31
人
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
選
挙
投
票
所
の
あ
り

方
・
た
め
池
の
整
備
・
防
災
マ
ッ
プ

の
見
直
し
・
森
林
経
営
管
理
制
度
・

里
道
の
管
理
・
農
業
の
担
い
手
不

足
・
消
防
団
員
の
確
保
・
有
償
運
送

事
業
の
実
証
実
験
・
教
育
の
場
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
・

豊
富
用
水
の
防
災
対
策
・
有
害
鳥
獣

対
策
な
ど
多
く
の
地
域
課
題
が
あ
り
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
正
地
区
で
は
、
23
人
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
議
員
の
人
件
費
の
あ
り

方
・
福
祉
の
充
実
・
災
害
復
旧
の
迅

速
化
・
観
光
の
振
興
・
公
立
大
学
設

置
後
の
経
済
効
果
な
ど
、
地
域
の
課

題
に
留
ま
ら
ず
市
政
全
般
に
わ
た
る

幅
広
い
意
見
・
要
望
を
多
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、

議
会
内
で
共
有
し
、
所
管
別
委
員
会

で
の
調
査
・
研
究
や
一
般
質
問
な
ど

に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
「
開
か
れ
た
議

会
」
を
目
指
し
、
よ
り
良
い
議
会
報

告
会
と
な
り
ま
す
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

大正文化センターでの意見交換

成和地域公民館での意見交換

　

市
議
会
で
は
、
２
月
７
日
に
、
委
員
会

や
会
派
に
よ
る
行
政
視
察
や
研
修
の
成
果

を
報
告
し
、
市
政
へ
の
反
映
や
政
策
提
言

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
や
市

職
員
を
対
象
と
し
た
行
政
視
察
研
修
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
報
告
会
で
は
、
先

進
事
例
や
本
市
で
の
施
策
充
実
に
向
け
た

活
動
方
針
な
ど
を
報
告
し
た
後
、
参
加
者

か
ら
質
問
を
受
け
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
報
告
書
や
録
画
配
信
は
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

委
員
会
の
報
告
内
容

【
教
育
厚
生
委
員
会
】

・
と
だ
の
保
育
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

に
つ
い
て

　

〜
産
学
官
協
働
に
よ
る
保
育
人
材
確

保
・
定
着
化
事
業
〜（

埼
玉
県
戸
田
市
）

・
小
中
一
貫
教
育
推
進
事
業
に
つ
い
て　
　

（
栃
木
県
那
須
塩
原
市
）

【
産
業
建
設
委
員
会
】

・
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

（
岡
山
県
新
見
市
）

・
あ
ば
村
運
営
協
議
会
と
小
さ
な
拠
点
づ

く
り
に
つ
い
て

（
岡
山
県
津
山
市
）

会
派
の
報
告
内
容

【
蒼
士
会
】

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
と
こ
と
」

に
つ
い
て　
　
　

（
宮
崎
県
日
南
市
）

・
ま
ち
な
か
活
性
化
推
進
計
画
に
つ
い
て

・
マ
チ
ナ
カ
３
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て　
　
　
　

（
宮
崎
県
宮
崎
市
）

【
大
志
の
会
】

・
錦
江
湾
奥
会
議
の
連
携
事
業
に
つ
い
て

（
鹿
児
島
県
姶
良
市
）

・
男
女
共
同
参
画
社
会
事
業
に
つ
い
て

・
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

（
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
）

【
新
政
会
】

・
子
育
て
支

援
日
本
一

の
取
り
組

み
に
つ
い

て　
　
　
　
　

（
福
井
県

　

勝
山
市
）

・
有
害
鳥
獣

対
策
に
つ

い
て

（
福
井
県

　

大
野
市
）

　

令
和
元
年
度
第
２
回　

行
政
視
察
研
修
報
告
会

　
　

２
委
員
会
、
３
会
派
が
報
告

産業建設委員会の報告

行政視察報告は
こちらから



15　議会だより　No.126

政
務
活
動
費

　

３
月
議
会
は
感
染
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
と
し
た
。

議
会
中
、
本
市
で
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
り

市
民
病
院
は
７
日
よ
り
２
週

間
閉
鎖
さ
れ
、
市
民
生
活
は

大
変
不
安
な
状
況
に
陥
っ
た
。

し
か
し
、
香
川
院
長
と
市
と

の
迅
速
か
つ
緊
密
な
連
携
に

よ
り
23
日
に
は
、
再
開
の
運

び
と
な
っ
た
。
ま
だ
、
油
断

は
禁
物
で
あ
る
が
、
病
院
の

関
係
者
、
本
市
の
職
員
の
皆

さ
ん
の
昼
夜
を
問
わ
ず
の
懸

命
な
努
力
に
は
敬
意
を
表
し

た
い
。

　

各
人
が
家
庭
に
ウ
イ
ル
ス

を
持
ち
込
ま
ぬ
よ
う
、
人
に

う
つ
さ
ぬ
よ
う
マ
ス
ク
・
手

洗
い
・
消
毒
に
つ
と
め
ま

し
ょ
う
。
こ
の
議
会
だ
よ
り

が
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
頃

「
今
よ
り
は
、
事
態
が
良
く

な
っ
て
い
る
よ
う
」
一
丸
と

な
り
今
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
。

（
広
報
広
聴
委
員
会
）

編
集
後
記

　令和元年度政務活動費を各会派へ交付しました。
　福知山市議会では、政務活動費として議員１人当たり年額18万円（令和元年度は5月
改選のため年額16万５千円）を限度とし、上半期と下半期の支払実績に応じた完全後払
いで交付しています。
　また、市民課情報公開コーナーおよび市議会ホームページで、政務活動の実績報告
（収支報告）、領収書、視察研修報告書を公開しています。

令和元年度政務活動費実績報告　【会派名と所属議員は令和２年３月１日現在】　　　　　（単位：円）

会派名
福知山
市議会
公明党

日本共産党
福知山
市会議員団

蒼士会 大志の会 福知山
未来の会 新政会 無会派

（荒川　浩司）

交付上限額 495,000 825,000 495,000 330,000 495,000 1,155,000 165,000

支 出 総 額 428,631 813,779 344,676 203,379 183,770 615,666 158,796

支　

出　

内　

訳

調査研究費 31,284 52,140 333,346 103,559 0 247,976 13,069

研　修　費 367,348 700,474 0 99,820 183,770 299,320 122,170

広　報　費 0 0 0 0 0 0 0

広　聴　費 0 0 0 0 0 0 0

資料作成費 4,031 61,165 4,840 0 0 0 23,557

資料購入費 25,968 0 6,490 0 0 68,370 0

事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0

交付確定額 428,631 813,779 344,676 203,379 183,770 615,666 158,796

令和元年度政務活動費　精算交付令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費　　精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付令和元年度政務活動費　精算交付

６月定例会の日程は、５月 29日開催（予定）
の議会運営委員会で決定します。
詳しくは、決定後、市議会ホームページなど
でお知らせします。

お知らせ

政務活動費は
こちらから
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今
回
は
、
京
都
府
選
定

文
化
的
景
観
で
も
あ
る
大

江
町
毛
原
地
区
で
、
地
域

の
活
性
化
や
移
住
定
住
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
櫻さ
く
ら

井い

一か
ず

好よ
し

さ
ん
に
お
話
を
お

伺
い
し
ま
し
た
。

「
毛
原
の
棚
田
」「
棚
田

オ
ー
ナ
ー
制
度
」っ
て

　

毛
原
は
戸
数
13
戸
、
人
口

29
人
の
小
さ
な
集
落
で
す
。

平
成
11
年
に
、
「
日
本
の
棚

田
百
選
」
に
認
定
さ
れ
、
約

６
０
０
枚
の
中
小
さ
ま
ざ
ま

な
田
畑
が
広
が
る
こ
の
棚
田

は
、
古
く
か
ら
住
む
人
々
の

生
業
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

農
家
の
高
齢
化
や
人
口
減
少

が
続
く
中
で
、
集
落
が
一
丸

と
な
り
棚
田
の
あ
る
農
村
景

観
を
保
全
す
る
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
が
「
棚
田
オ

ー
ナ
ー
制
度
」
で
す
。

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を

始
め
る
き
っ
か
け
と
目
的
は

　

平
成
９
年
に
開
催
し
た
イ

ベ
ン
ト
「
棚
田
農
業
体
験
ツ

ア
ー
」
で
、
参
加
者
か
ら

「
こ
こ
で
お
米
作
り
を
し
た

い
」
と
の
声
を
受
け
、
そ
の

翌
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

オ
ー
ナ
ー
さ
ん
と
農
家
が

一
緒
に
お
米
作
り
を
す
る
こ

と
で
交
流
と
理
解
を
深
め
、

農
作
業
の
技
術
を
習
得
す
る
。

こ
の
こ
と
が
移
住
・
就
農
に

結
び
付
き
、
集
落
の
活
性
化

と
棚
田
の
保
全
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
３
組

の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
定
住
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オ
ー
ナ
ー
さ
ん
は
ど
ん
な

人
が
参
加
し
て
い
る
の

　

今
年
は
11
組
の
オ
ー
ナ
ー

さ
ん
を
迎
え
て
初
会
合
を
開

き
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
を
決
め
、
お
米
作
り
の
準

備
作
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
京
阪
神
や
福
知

山
市
内
か
ら
参
加
が
あ
り
、

年
齢
は
20
代
か
ら
70
代
と
幅

広
く
、
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー

プ
な
ど
で
、
多
く
は
リ
ピ
ー

タ
ー
と
し
て
数
年
継
続
さ
れ

て
い
ま
す
。

取
り
組
ん
で
い
て
感
じ
る

こ
と・楽
し
い
こ
と
は

　

み
ん
な
で
準
備
体
操
を
し

て
か
ら
作
業
開
始
。
農
家
か

ら
安
全
第
一
で
作
業
内
容
や

農
機
具
の
使
い
方
を
習
い
ま

す
。
手
作
業
も
多
く
あ
り
、

特
に
夏
場
の
草
刈
り
作
業
は

過
酷
で
体
力
勝
負
で
す
。
で

も
参
加
者
み
ん
な
で
協
働
作

業
す
る
こ
と
で
苦
労
を
楽
し

さ
に
変
え
、
自
ら
が
作
っ
た

お
米
を
収
穫
し
、
食
べ
る
喜

び
が
生
ま
れ
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
抱
負
は

　

農
家
の
高
齢
化
に
加
え
、

受
け
入
れ
が
自
ら
の
農
作
業

と
時
期
が
重
な
る
こ
と
か

ら
苦
労
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

育
て
た
稲
が
収
穫
直
前
に
有

害
獣
に
食
害
さ
れ
る
な
ど
不

安
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
、
昔

か
ら
こ
の
棚
田
の
あ
る
里
山

の
自
然
環
境
で
生
活
し
自
然

を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
こ
こ
に
住
ん
で
い
る

こ
と
に
誇
り
を
持
ち
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

『
継
続
は
力
で
す
』

　

毛
原
の
自
然
や
棚
田
を
愛

す
る
人
を
受
け
入
れ
、
こ
の

自
然
環
境
を
未
来
の
子
ど
も

た
ち
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
毛

原
が
こ
れ
か
ら
も
千
年
つ
づ

く
里
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を
議
員
が
訪
問
し
取
材
し
ま
す
。

棚田オーナーさんによる田植え

毛原の櫻井一好さん

収穫を喜びあうオーナーさん家族

議会だより表紙の写真 ・ 議員訪問インタビュー「元気やで福知山！」の取材先を募集！  詳しくは、市議会事務局（TEL24-7031）まで
（次回の議会だよりに掲載の有料広告も募集しています）

参加資格：◆自然を愛し、農村に親しみ
を持つ人

　　　　　◇仲良く共同作業できる人
年間会費：◆50,000円（１組）
収 穫 量：◇玄米120㎏保障（１組）
作業内容：◆地元農家の指導のもとで、

荒起こし・代掻き・田植草
刈り・稲刈り・籾摺りなど
の作業を主体的に行う。

作業日数：◆約12日間（3月から10月）
　　　　　 （本年度の事業は中止）

棚田オーナー制度の概要

広告


